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研究概要
大須という繁華街を題材に、独自性(=その街らしさ)を維持する

にはどうしたらよいか?研究の結果コミュニティ外からの観光客
に対して「税収を各店舗に再分配する観光税」を課すことが有効
であることが明らかとなった。

１.研究背景・目的
名古屋の大須という繁華街は地元民以外の観光客が多く訪れ

る[1]が、近年老舗の閉店や大手の進出が目立ち、「大須らしさ」
が消失しているように感じた。そこでこの現象はコミュニティ外
からの観光客によって店の傾向がニッチな客層向けから大衆向け
にシフトしていることが要因であると仮説を立て、検証する。ま
た、どのようにしたら「大須らしさ」を維持できるのか考える。

２.仮説検証
仮説:
コミュニティ外からの観光客によって店の傾向が一般客寄りにシ
フトする。
定義:
コミュニティ外…名古屋市外
コミュニティ内…名古屋市内
ニッチさの度合い…niche(ニッチ)という0以上1以下の変数で定義し

た。1に近いほどニッチ、すなわち大須らしい。
検証方法:
マルチエージェント・シミュレーションの手法を用いる。
ルール:
• 店舗と観光客（コミュニティ内外に関わらず）は固有のniche

を有する。
• 観光客は店舗をランダムに選択し、購入の行動をする。この時、

購入金額は観光客と店舗のniche差によって決まる。
• 一定間隔(30日)で、店舗は自身のnicheを よく売れている客層

のnicheに合わせようとする。具体的には、太客の重みを考慮
した観光客のniche平均に近づくよう自身のnicheを±0.05増
減させる。

• 一定間隔(30日)で、売り上げが下位10%の店舗は撤退する。
その後、その分を埋め合わせる形で新しい店が出店する。この
時、新店舗のnicheは無作為に抽出した付近の店舗のnicheと
同じ値にする。

初期値・データ設定:
• 店舗数は大須商店街連盟に加盟している250店舗で固定した。
• 観光客（コミュニティ内外双方）の絶対数、消費金額の目安、

訪問店舗数の目安は名古屋市の調査[1]に基づいて設定した。
• コミュニティ内からの観光客のnicheは1に近く、コミュニ

ティ外からのは0に近い値になるよう個別に設定した。
• 2006年から2024年までの期間中を1ステップ1日としてシ

ミュレーションを実行した。
結果:

店舗のniche平均は、観光客のniche平均に近い値になるよう推
移した。また、シミュレーションを通して終始nicheが0.0~0.1の
店舗数がもっとも多かった。これはコミュニティ内外の観光客の
人数比を考えたときに、ほぼ毎年コミュニティ外からの観光客数
が多い[1]ため、完全に観光客よりのnicheにしたほうが儲かると判
断した店舗が多数発生したためだと考えられる。
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• 折れ線グラフはピンクが

観光客niche平均を、黄
緑が店舗のniche平均を
時系列で表す。円グラフ
は各時点での店舗の
niche別構成割合を表す。
右上から順に0.0以上0.1
未満, 0.1以上0.2未満…
となっている。
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３.解決策
２.仮説検証 で明らかとなった現状を改善するために、新しいシス
テムの観光税を導入して再度シミュレーションを実行した。
目標:
店舗のniche平均を1に近づけることでコミュニティ内の人が親し
みやすくて大須らしい店舗を増やす。
新しいシステムの観光税:
コミュニティ外からの観光客に対して購入金額の一定割合を課税
する。観光税の税収は一定間隔(30日)が過ぎると税収を各店舗に
均等に配分する。(税率は今回は便宜上30%とした。)
初期値・データ設定:
• ２.仮説検証 で検証した期間の続きを観光税を導入してシミュ

レーションを実行した。(2025年～2034年)
• 観光客（コミュニティ内外双方）の絶対数、消費金額の目安、

訪問店舗数の目安は過去のデータの平均を用いた。

結果:
新しいシステムの観光税を導入した場合、観光税なしと比較し

て店舗のniche平均が観光客のniche平均よりも上回るようになっ
た。これはコミュニティ外からの観光客による店舗の収入が課税
により減少したため、コミュニティ内からの収入が相対的に重視
されやすくなったためだと考えられる。また、税収を再分配した
場合としなかった場合の景気を比較した所、税収を再分配した方
が景気が良かった。このことから、税収を再分配することで課税
による景気の落ち込みを抑えられると分かった。

まとめると、この観光税を導入することでnicheが小さい店舗の
方が課税されにくく、税の分配の恩恵を一番受けられるため、有
利な条件となった。

［ 図 ］nicheの違いによる店舗の収入の違い

上図は課税前と後とで、店舗の収入が反転する例。税収を再分
配する観光税を導入することは街全体の景気を損なうことなく、
店舗のnicheを大きくするインセンティブになる。

５.今後の展望
本研究ではniche(ニッチ)という抽象的な概念を取り上げたため、

いかにして現実に近づけるかが課題となった。より現実に即した
店舗・観光客の行動ルールを実装したい。また、新しいシステム
の観光税の税率は何％が妥当か探っていきたい。
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